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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 20 年 12 月 26 日の決算発表時に公表した業績予想を、下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成 21 年 10 月期 第 2四半期連結累計期間 連結業績予想の修正 

（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 4 月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 (平成 20 年 12 月 26 日発表) 
21,590 △ 2,180 △ 2,640 △ 2,930 △ 54.62

 今 回 修 正 予 想（Ｂ）   20,160 △ 1,380 △ 1,810 △ 2,020 △38.34

 増   減   額（ Ａ－Ｂ） △ 1,430 800 830 910 16.28

 増    減    率 （％） △ 6.6 － － － －

 ［ご参考］前期実績 

 （平成 20 年 10 月期中間） 
23,100 △ 1,063 △ 1,629 △ 1,695 △ 32.83

 
２．平成 21 年 10 月期 通期 連結業績予想の修正 

（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 10 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 (平成 20 年 12 月 26 日発表) 
62,040 4,450 3,590 2,910 47.69

 今 回 修 正 予 想（Ｂ）   56,800 3,240 2,360 1,820 28.81

 増   減   額（ Ａ－Ｂ） △ 5,240 △ 1,210 △ 1,230 △ 1,090 △ 18.88

 増    減    率 （％） △ 8.4 △ 27.2 △ 34.3 △ 37.5 －

 ［ご参考］前期実績 

 （平成 20 年 10 月期） 
66,416 4,393 3,378 2,697 43.26
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３．平成 21 年 10 月期 第 2四半期累計期間 個別業績予想の修正 

（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 4 月 30 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 (平成 20 年 12 月 26 日発表) 
16,800 △ 2,310 △ 2,750 △ 2,970 △ 55.34

 今 回 修 正 予 想（Ｂ）   15,700 △ 1,240 △ 1,720 △ 1,900 △ 36.19

 増   減   額（ Ａ－Ｂ） △ 1,100 1,070 1,030 1,070 19.15

 増    減    率 （％） △ 6.5 － － － －

 ［ご参考］前期実績 

 （平成 20 年 10 月期中間） 
17,383 △ 1,535 △ 2,058 △ 2,349 △ 44.52

 
４．平成 21 年 10 月期 通期 個別業績予想の修正 

（平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 10 月 31 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭 

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 

 (平成 20 年 12 月 26 日発表) 
52,430 3,690 2,860 2,490 40.17

 今 回 修 正 予 想（Ｂ）   47,000 2,900 2,080 1,710 26.84

 増   減   額（ Ａ－Ｂ） △ 5,430 △ 790 △ 780 △ 780 △ 13.33

 増    減    率 （％） △ 10.4 △ 21.4 △ 27.3 △ 31.3 －

 ［ご参考］前期実績 

 （平成 20 年 10 月期） 
55,942 3,415 2,400 1,885 28.73

 
５．修正の理由 
（１）第 2 四半期累計期間 
   売上高につきましては個別の完成工事高及び販売用不動産売上高減少により、連結、個別

とも前回予想を下回る見込みです。営業損益につきましては、売上高は減少したものの原価

低減により売上高総利益の改善及び販管費削減が見込まれることから、連結、個別とも予想

を上回る見込みです。営業損益が改善したことから、連結、個別とも経常利益及び当期純利

益は、前回予想を上回る見込みです。 
 
（２）通期 
   平成 21 年 10 月期通期の業績予想につきましては、第２四半期までの個別の受注状況を受

け売上高は、連結、個別とも前回予想を下回る見込みです。営業利益につきましては、原価

低減により売上高総利益の改善及び販管費削減を見込めるものの売上高の減少を補いきれず

連結、個別とも前回予想を下回る見込みです。営業利益が前回予想を下回ることから、連結、

個別とも経常利益及び当期純利益は前回予想を下回る見込みです。 
 
（注）本資料に記載されている業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成し

たものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以上 

 


